
明
暗
評
釈

七

　

第
六
章

（続き
）
～
第
九
章

鳥　
井
　
正
　
晴

第

六

章

（続き
）

同
川
困
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

③
【
津
田
の
言
葉
に
は
皮
肉
に
伴
ふ
或
冷
や
か
さ
が
あ
つ
た
。
お
延
は
何
に
も
答
へ
ず
に
下
を
向
い
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　H
、
第
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈彼
は
開
い
た
手
紙
を
、
其
火
鉢
の
向
ふ
側
に
ゐ
る
お
延
の
手
に
渡
し
た
。
御
延
は
又
何
も
云
は
ず
に
そ
れ
を
受
取
つ
た
ぎ
り
、
別
に
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読ま
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
此
冷
か
な
細
君
の
態
度
を
津
田
は
最
初
か
ら
恐
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
〉
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④
【
見
栄
の
強
い
津
田
は
手
紙
の
中
に
書
い
て
あ
る
事
を
、
結
婚
し
て
ま
だ
間
も
な
い
細
君
に
話
し
た
く
な
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は

ま
た
細
君
に
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
も
あ
つ
た
。
】

　9
、
第
百
十
三
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　〈
普
通
の
人
の
や
う
に
富
を
誇
り
と
し
た
が
る
津
田
は
、
そ
の
点
に
於
て
、
自
分
を
成
る
可
く
高
く
お
延
か
ら
評
価
さ
せ
る
た
め
に
、



父
の
財
産
を
実
際
よ
り
遙
か
余
計
な
額
に
見
積
つ
た
所
を
、
彼
女
に
向
つ
て
吹
聴
し
た
。
そ
れ
丈
な
ら
ま
だ
可
か
つ
た
。
彼
の
弱
点
は
も
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う
一
歩
先
へ
乗
り
越
す
事
を
忘
れ
な
か
つ
た
。
彼
の
お
延
に
匂
は
せ
た
自
分
は
、
今
よ
り
大
変
楽
な
身
分
に
ゐ
る
若
旦
那
で
あ
つ
た
。
必

要な
場
合
に
は
、
幾
何
で
も
父
か
ら
補
助
を
仰
ぐ
事
が
出
来
た
。
た
と
ひ
仰
が
な
い
で
も
、
月
々
の
支
出
に
困
る
憂
は
決
し
て
な
か
つ
た
。

お

延と
結
婚
し
た
時
の
彼
は
、
も
う
是
丈
の
言
責
を
彼
女
に
対
し
て
背
負
つ
て
立
つ
て
ゐ
た
の
と
同
じ
事
で
あ
つ
た
。
〉

　自
分
は
、
「
楽
な
身
分
に
ゐ
る
若
旦
那
」
で
あ
る
と
、
吹
聴
し
て
し
ま
っ
た
津
田
は
、
た
め
に
、
父
の
「
実
際
」
を
、
今
更
、
お
延
の
前

に
さ
ら
け
出
せ
な
い
。

　

「見
栄
の強
い
津
田
」
の
、
な
せ
る
所
産
で
あ
る
。

　⇔
、
第
百
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
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〈

手
紙は
夫
婦
の
間
に
待
ち
受
け
ら
れ
た
京
都
の
父
か
ら
の
も
の
で
あ
つ
た
。
是
も
前
便
と
同
じ
や
う
に
書
留
に
な
つ
て
ゐ
な
い
の
で
、
　
　
　
5
2

眼前
の
用
に
辮
ず
る
中
味
に
乏
し
い
の
は
、
お
秀
か
ら
ま
だ
何
に
も
聞
か
せ
ら
れ
な
い
お
延
に
も
客
見
当
丈
は
付
い
て
ゐ
た
。
〉
　
　
　
　
　
　
一

第
　
七
　
章

同
凹
大
正
五
年
二
九
ニ
ハ
年
）
六
月
百
．
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年

二
九
一
六
年
）
五
月
三
十
一
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
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①
【彼
の
父
は
よ
し
富
裕
で
な
い
迄
も
、
毎
月
息
子
夫
婦
の
た
め
に
其
生
計
の
不
足
を
補
つ
て
や
る
位
の
出
費
に
窮
す
る
身
分
で
は
な
か

つた。
】

　回
、
①
、
第
九
十
五
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

学
校を
卒
業
し
て
、
相
当
の
職
に
あ
り
つ
い
て
、
新
ら
し
く
家
庭
を
構
へ
る
以
上
、
曲
り
な
り
に
も
親
の
厄
介
に
な
ら
ず
に
、
独
立

し
た
生
計
を
営
な
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
父
の
意
見
を
翻
が
へ
さ
せ
た
も
の
は
堀
の
力
で
あ
つ
た
。
津
田
か
ら
頼
ま
れ
て
、

ま
た
無
雑
作
に
そ
れ
を
引
き
受
け
た
堀
は
、
物
価
の
騰
貴
、
交
際
の
必
要
、
時
代
の
変
化
、
東
京
と
地
方
と
の
区
別
、
色
々
都
合
の
好
い
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材
料
を
勝
手
に
並
べ
立
て
て
、
勤
倹
一
方
の
父
を
口
説
き
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
其
代
り
盆
暮
に
津
田
の
手
に
渡
る
賞
与
の
大
部
分
を
割

いで
、
月
々
の
補
助
を
一
度
に
幾
分
か
償
却
ポ
也
か
ピ
い
ぶ
方
鈴
を
立
て
た
の
も
彼
で
あ
つ
た
。
其
案
の
成
立
と
共
に
責
任
の
出
来
た
彼
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は
又
至
極
呑
気
な
男
で
あ
つ
た
。
約
束
の
履
行
な
ど
、
い
ふ
事
は
、
最
初
か
ら
深
く
考
へ
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
遂
行
の
時
期
が
来
た
　
　
　
　
一

時
分
に
は
、
も
う
そ
れ
を
忘
れ
て
ゐ
た
。
詰
責
に
近
い
手
紙
を
津
田
の
父
か
ら
受
取
つ
た
彼
は
、
殆
ん
ど
此
事
件
を
念
頭
に
置
い
て
ゐ
な

か
つた
丈
に
、
驚
う
か
さ
れ
た
。
〉

　
　
　②
、
第
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
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〈

彼
が
結
婚
後家
計
膨
張
と
い
ふ
名
義
の
下
に
、
毎
月
の
不
足
を
、
京
都
に
ゐ
る
父
か
ら
填
補
し
て
貰
ふ
事
に
な
つ
た
一
面
に
は
、
盆
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暮
の
賞
与
で
、
そ
の
何
分
か
を
返
済
す
る
と
い
ふ
条
件
が
あ
つ
た
。
彼
は
色
々
の
事
情
か
ら
、
此
夏
そ
の
条
件
を
履
行
し
な
か
つ
た
た
め

に
、
彼
の
父
は
既
に
感
情
を
害
し
て
ゐ
た
。
V
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②
【津田
よ
り
も
ず
つ
と
派
手
好
き
な
細
君
】



回
、
第
九
十
五
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
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む
　
　
　
む
　
　
む

∧

不断
か
ら
派
手
過
る
女
と
し
て
お
延
を
多
少
悪
く
見
て
ゐ
た
お
秀
は
、
す
ぐ
顛
末
を
京
都
へ
報
告
し
た
。
〉
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③
【此
前京
都
へ
行
つ
時
に
も
】

　回
、
第
二
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈彼
の
父
は
今
か
ら
十
年
ば
か
り
前
に
、
突
然
遍
路
に
倦
み
果
て
た
人
の
や
う
に
官
界
を
退
い
た
。
さ
う
し
て
実
業
に
従
事
し
出
し
た
。
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彼
は
最
後
の
八
年
を
神
戸
で
費
や
し
た
後
、
其
間
に
買
つ
て
置
い
た
京
都
の
地
面
へ
、
新
ら
し
い
普
請
を
し
て
、
二
年
前
に
と
う
く
其
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所
へ
引
き
移
つ
た
。
津
田
の
知
ら
な
い
間
に
、
此
閑
静
な
古
い
都
が
、
彼
の
父
に
と
つ
て
隠
栖
の
場
所
と
定
め
ら
れ
る
と
共
に
、
終
焉
の

土
地
と
も
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
〉
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④
【
「
で
今
月
は
何
う
す
る
の
。
か
め
で
酎
～
匙
ぴ
ぴ
い
醗
～
持
つ
て
来
て
、
貴
方
が
手
術
⑳
か
玲
に
一
趣
跡
⇔
入
院
な
さ
る
と
、
ま
た
其
　
　
　
一

方
の
方

でも
幾
何
か
掛
る
で
せ
う
」
】

　多
面
的
・
多
義
的
な
側
面
を
持
っ
た
作
品
で
、
『
明
暗
』
は
あ
り
、
登
場
人
物
も
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
骨
格
は
、

あ
く
ま
で
、
津
田
と
お
延
と
い
う
、
一
組
の
「
夫
婦
の
物
語
」
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
「
夫
婦
の
物
語
」
・
『
明
暗
』
に
は
、
枝
葉
を
切
り
落
と
す
と
、
二
つ
の
軸
・
柱
が
、
立
て
ら
れ
る
。
「
た
ぐ
で
さ
へ
足
り
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な
い
所
へ
」
、
「
父
か
ら
の
送
金
の
停
止
」
、
加
え
て
、
突
然
発
生
し
た
「
手
術
入
院
の
た
め
の
出
費
」
で
あ
る
、
「
お
金
」
の
問
題
と
、
津
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田

の

「
か
っ

て

の

恋人
・
清
子
」
の
問
題
、
と
で
あ
る
。

　
物
語は
、
ま
ず
、
「
お
金
」
の
問
題
で
あ
る
、
第
一
の
軸
に
そ
っ
て
、
始
ま
る
。
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⑤
【
彼
は
小
声
で
独
語
の
や
う
に
云
つ
た
。
「
藤
井
の
叔
父
に
金
が
あ
る
と
、
彼
所
へ
行
く
ん
だ
が
…
…
」
】

　回
、
①
、
「
津
田
の
父
の
弟
」
（
第
二
十
章
）
で
あ
る
藤
井
を
、
紹
介
し
て
、
第
二
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　〈
一
種
の
勉
強
家
で
あ
る
と
共
に
一
種
の
不
精
者
に
生
れ
付
い
た
彼
は
、
遂
に
活
字
で
飯
を
食
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
の
所
有
者

に

過ぎ
な
か
つ
た
。
〉

　
　
　②
、
第
二
十
六
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
む
　
　
む

　
∧

藤
井は
四
年
前
長
女
を
片
付
け
る
時
、
支
度
を
し
て
遣
る
余
裕
が
な
い
の
で
既
に
相
当
の
借
金
を
し
た
。
其
借
金
が
漸
く
片
付
い
た

と
思
ふ
と
、
今
度
は
も
う
次
女
を
嫁
に
遣
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
だ
か
ら
此
所
で
も
し
お
金
さ
ん
の
縁
談
が
纏
ま
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
正
に
三
人
目
の
出
費
に
違
な
か
つ
た
。
娘
と
は
格
が
違
ふ
か
ら
と
い
ふ
意
味
で
、
出
来
る
丈
倹
約
し
た
所
で
、
現
在
の
生
計
向
に

多
少
苦
し
い
負
担
の
暗
影
を
投
げ
る
事
は
縫
で
あ
つ
た
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
藤井
の
叔
父
に
は
、
経
済
的
余
裕
は
な
く
、
実
際
問
題
と
し
て
津
田
は
、
藤
井
か
ら
の
「
借
財
」
は
、
期
待
出
来
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

⑥
【
其
時
津
田
は
真
と
も
に
お
延
の
方
を
見
た
。
さ
う
し
て
思
ひ
切
つ
た
様
な
ロ
調
で
云
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　

「何う
だ
御
前
岡
本
さ
ん
へ
行
つ
て
一
寸
融
通
し
て
貰
つ
て
来
な
い
か
」
】

　H
、
①
、
「
親
身
の
叔
母
よ
り
も
却
つ
て
義
理
の
叔
父
」
（
第
六
十
二
章
）
で
あ
る
岡
本
を
、
紹
介
し
て
、
第
六
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　く
岡
本
の
邸
宅
へ
着
い
た
時
、
お
延
は
又
偶
然
叔
父
の
姿
を
玄
関
前
に
見
出
し
た
。
　
（
中
　
略
）
　
彼
は
、
傍
で
鍬
を
動
か
し
て
ゐ
る

植
木
屋と
し
き
り
に
何
か
話
し
て
ゐ
た
が
、
お
延
を
見
る
や
否
や
、
す
ぐ
向
ふ
か
ら
声
を
掛
け
た
。

　

「
来た
ね
。
今
庭
い
ち
り
を
や
つ
て
る
所
だ
」
　
　
（
中
略
）

　
近
頃身
体
に
暇
が
出
来
て
、
自
分
の
意
匠
通
り
住
居
を
新
築
し
た
此
叔
父
の
建
築
に
関
す
る
単
語
は
、
何
時
の
間
に
か
急
に
殖
え
て
ゐ



た
。
〉

　夫
・
津
田
の
叔
父
で
あ
る
「
藤
井
」
が
、
「
貧
し
い
」
の
と
対
照
的
に
、
妻
・
お
延
の
叔
父
で
あ
る
「
岡
本
」
は
、
「
裕
福
」
で
あ
る
。

　
経
済
的
余裕
の
あ
る
、
岡
本
の
叔
父
か
ら
は
、
実
際
問
題
と
し
て
お
延
は
、
「
借
財
」
を
、
期
待
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　②
、
第
二
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
む
　
　
　
む

　
〈真
事
は
少
し
差
恥
ん
で
ゐ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
彼
は
ぽ
つ
り
く
句
切
を
置
く
や
う
な
重
い
口
調
で
答
へ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

「あ
の
ね
、
岡
本
へ
行
く
と
ね
、
何
で
も
一
さ
ん
の
持
つ
て
る
も
の
を
ね
、
宅
へ
帰
つ
て
来
て
か
ら
ね
、
買
つ
て
呉
れ
、
買
つ
て
呉

れ
つ
て

い

ふ

から
、
そ
れ
で
不
可
い
つ
て
」

　
津
田
は
漸
く
気
が
付
い
た
。
富
の
程
度
に
多
少
等
差
の
あ
る
二
人
の
活
計
向
は
、
彼
等
の
子
供
が
持
つ
玩
具
の
末
に
至
る
迄
に
、
多
少

等
差
を
付
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　藤
井
の
子
供
で
あ
る
「
真
事
」
と
、
岡
本
の
子
供
で
あ
る
「
＝
と
の
間
に
も
、
か
く
し
て
、
「
貧
富
」
の
差
は
、
歴
然
と
し
て
い
る
。
　
　
　
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第　
八
　
章

同
川
巴
大
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
年
）
六
月
二
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年

二
九
一
六
年
）
六
月
一
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」



①
【「
厭よ
、
あ
た
し
」

　
　
お

延
はす
ぐ
断
つ
た
。
彼
女
の
言
葉
に
は
何
の
淀
み
も
な
か
つ
た
。
　
（
中
　
略
）

　
　

「あ
た
し
、
厭
よ
。
岡
本
へ
行
つ
て
そ
ん
な
話
を
す
る
の
わ
」
　
（
中
　
略
）

　
　

「だ
つて
、
あ
た
し
、
極
り
が
悪
い
ん
で
す
も
の
。
何
時
で
も
行
く
た
ん
び
に
、
お
延
は
好
い
所
へ
嫁
に
行
つ
て
仕
合
せ
だ
、
厄
介

　
は
な
し
、
生
計
に
困
る
ん
ぢ
や
な
し
つ
て
云
は
れ
付
け
て
ゐ
る
所
へ
持
つ
て
来
て
、
不
意
に
そ
ん
な
御
金
の
話
な
ん
か
す
る
と
、
屹
度

　
変な
顔
を
さ
れ
る
に
極
つ
て
ゐ
る
わ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　お
延
が
一
概
に
津
田
の
依
頼
を
斥
け
た
の
は
、
夫
に
同
情
が
な
い
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
岡
本
に
対
す
る
見
栄
に
制
せ
ら
れ
た
の
だ

　と
い
ふ
事
が
漸
く
津
田
の
肪
に
落
ち
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7

　回
、
①
、
お
延
に
は
、
お
延
で
、
「
見
栄
が
強
く
」
、
岡
本
か
ら
「
借
金
」
す
る
の
は
極
り
が
悪
い
。
「
他
人
の
前
に
、
何
一
つ
不
足
の
な
　
　
　
「

い

夫を
持
つ
た
妻
と
し
て
の
自
分
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
み
考
へ
て
ゐ
る
彼
女
」
（
第
六
十
］
章
）
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
「
幸
福
な

新妻
」
（
新
婚
六
ヵ
月
）
で
あ
る
と
、
世
間
に
思
わ
せ
て
お
き
た
い
。

　

「
見
栄
の強
い
津
田
」
（
第
六
章
）
は
、
た
め
に
、
今
更
、
父
の
「
実
際
」
を
、
お
延
の
前
に
さ
ら
け
出
せ
な
い
。

　同
様
に
、
お
延
も
、
「
岡
本
に
対
す
る
見
栄
に
制
せ
ら
れ
」
（
第
八
章
）
、
岡
本
へ
の
「
借
財
」
を
、
即
座
に
拒
絶
す
る
。

　
かく
し
て
、
「
津
田
」
と
「
お
延
」
と
の
、
拮
抗
せ
る
「
精
神
の
同
質
的
構
造
」
が
、
正
鵠
に
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　②
、
越
智
治
雄
の
、
∧
明
暗
の
か
な
た
〉
（
『
漱
石
私
論
』
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
二
九
七
一
年
）
六
月
）
に
、
次
の

指
摘
があ
る
。

　
〈

津田
と
お
延
は
虚
栄
心
を
共
有
し
て
い
る
し
（
九
十
七
）
、
津
田
が
怜
倒
（
百
三
十
三
）
で
あ
れ
ば
お
延
も
ま
た
怜
捌
だ
（
百
二
十
四
）
。



彼ら
は
七
分
の
自
信
と
三
分
の
不
安
（
百
十
一
、
百
二
十
一
）
と
い
っ
た
心
理
の
内
実
ま
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
健
三
の
場
合
に

は
書
斎
と
い
う
自
身
の
み
の
場
所
が
保
証
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
津
田
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
原
書
は
そ
う
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。
二
人
は
ま
さ
に
拮
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
勺
゜
ω
零
）
〉

　
第
八章
、
小
説
の
、
「
第
一
日
目
・
水
曜
日
」
が
、
終
わ
る
。第

　
九
　
章

同
囲
大
正
五
年
（
互
六
年
ニ
ハ
月
三
日
・
董
京
朝
日
新
聞
L
　
　
　
　
　
　
　
路

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
二
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
第
九章
、
小
説
の
、
「
第
二
日
目
・
木
曜
日
」
が
、
始
ま
る
。

①
【
「何
か
用

かい
」

　
　
吉川
か
ら
先
へ
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
津
田
は
室
の
入
口
で
立
ち
留
つ
た
。

　
　

「
一
寸…
…
」



　

「君自
身
の
用
事
か
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津田
は
固
よ
り
表
向
の
用
事
で
、
此
室
へ
始
終
出
入
す
べ
き
人
で
は
な
か
つ
た
。
】

H
、
第
百
二
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

〈
津
田
は
病
院
へ
来
る
前
、
社
の
重
役
室
で
吉
川
か
ら
聴
か
さ
れ
た
　
（
中
　
略
）
　
〉

②
【
彼
と
し
て
は
時
々
吉
川
家
の
門
を
潜
る
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
礼
儀
の
為
で
も
あ
つ
た
。
義
理
の
為
で
も
あ
つ
た
。
最
後
に
は
単

な
る
虚
栄
心
の
た
め
で
も
あ
つ
た
。

　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　

「津
田
は

吉
川と
特
別
の
知
り
合
ひ
で
あ
る
」

　
彼
は

時
々

斯う
い
ふ
事
実
を
背
中
に
背
負
つ
て
見
た
く
な
つ
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　H
、
①
、
第
十
六
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9

　
〈

「お
い君
、
お
父
さ
ん
は
近
頃
何
う
し
た
ね
。
相
変
ら
ず
お
丈
夫
か
ね
」
　
（
中
略
）

　
　

「大
方
詩
でも
作
つ
て
遊
ん
で
る
ん
だ
ら
う
。
気
楽
で
好
い
ね
。
昨
夕
も
岡
本
と
或
所
で
落
ち
合
つ
て
、
君
の
お
父
さ
ん
の
噂
を
し

た
が
ね
。
　
（
中
　
略
）
」
　
〉

　
　
　②
、
第
百
三
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈
お

延を
丁
寧
に
取
扱
ふ
の
は
、
つ
ま
り
岡
本
家
の
機
嫌
を
取
る
の
と
同
じ
事
で
、
其
岡
本
と
吉
川
と
は
、
兄
弟
同
様
に
親
し
い
間
柄

であ
る
以
上
、
彼
の
未
来
は
、
お
延
を
大
事
に
す
れ
ば
す
る
程
確
か
に
な
つ
て
来
る
道
理
で
あ
つ
た
。
〉

　
お

延は
、
岡
本
の
叔
父
に
、
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
。
「
親
身
の
叔
母
よ
り
も
却
つ
て
義
理
の
叔
父
の
方
を
、
心
の
中
で
好
い
て
ゐ
た
お
延

は
、
其
報
酬
と
し
て
、
自
分
も
此
叔
父
か
ら
特
別
に
可
愛
が
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
信
念
を
常
に
有
つ
て
」
（
第
六
十
二
章
）
い
る
。

　そ
し
て
、
そ
の
岡
本
と
、
吉
川
と
は
、
親
友
で
あ
る
。
更
に
、
吉
川
夫
妻
は
、
会
社
の
上
司
で
あ
り
、
し
か
も
、
津
田
夫
婦
の
仲
人
で



も
あ
る
。
こ
う
い
う
関
係
か
ら
、
津
田
が
、
「
お
延
を
大
事
に
」
さ
え
し
て
お
け
ば
、
「
自
分
の
未
来
」
は
保
証
さ
れ
て
い
る
と
、
津
田
は
、

思
っ
て
い
る
。

附
記　
一
、
『
明
暗
』
本
文
中
、
○
印
は
鳥
井
。

　
　
　
一
、
『
明
堕
本
文
の
引
用
は
、
岩
波
書
店
刊
『
「
漱
石
全
集
」
第
七
巻
・
明
瞳
（
嬬
四
茸
無
朋
二
己
霧
輌
醗
桁
）

　
　
　
　
に拠
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　（
平
成
九
年
十
一
月
三
日
）
　
　
　
　
一
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